
 

 

 

 

2023年３月 13日 

各位 

会 社 名 チエル株式会社 

代表者名 代表取締役会長   川居 睦 

（証券コード 3933  東証スタンダード市場） 

問合せ先 取締役       若松 洋雄 

（TEL．03-6712-9721） 

 

当社連結子会社間の合併及び存続会社の商号変更に関するお知らせ 

 

当社は、2023年３月 13日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社昭栄広報（本社：東京

都千代田区 代表取締役 関 浩二朗、以下「昭栄広報」）及び株式会社 VERSION2（本社：北海道札幌市 代表

取締役 品田 淳智、以下「VERSION2」）の合併について決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。なお、当該合併は当社の連結子会社間の合併であるため、開示事項及び内容を一部省略しております。 

 

１．当該合併の目的 

当社は、学校教育 ICT専業メーカーとして創業し、株式上場後は「学校教育」を中核としてグループ会社を

増やし、事業領域を広げて参りました。 

昭栄広報は、高校生を対象として進学相談会開催及び進学情報提供を行い、全国にわたる高等学校及び専門

学校と多数の接点を有しております。VERSION2は、大学・企業を主な対象として、同社製品である eラーニン

グシステム「GLEXA」を展開するほか、オープンソースシステムの構築・運用を手掛けております。 

昭栄広報は、当社 ICT製品の専門学校導入のほか、ポータルサイト「高校生のキモチ。」及び「エントリーシ

ステム」を立ち上げるなど既存事業の ICT化を進めてまいりましたが、ICTに精通した要員の不足から早期の

収益化及びサービスレベルの向上が十分に果たせておりません。VERSION2は、本社が札幌市という地理的な制

約もあり、顧客からのシステム開発案件に対しエンジニアが不足している点及び法人向けサービス展開のため

の販売パートナー施策の進捗が遅れている点が課題として挙げられます。 

このような状況において両社を合併することで、上述の課題の解消を図るとともに、経営資源の統合による

グループ経営の効率化が図れるものと判断した結果、当該合併を決議いたしました。 

 

２．当該合併の要旨 

（１）当該合併の日程 

基 本 合 意 書 締 結 日 2023年３月 13日 

取 締 役 会 決 議 日 2023年３月 13日 

契 約 締 結 日 2023年３月 13日 

株 主 総 会 基 準 日 2023年３月 31日（予定） 

株 主 総 会 決 議 日 2023年６月 20日（予定） 

実 施 予 定 日 （ 効 力 発 生 日 ） 2023年７月１日（予定） 

 

 



 

 

 

（２）当該合併の方式 

昭栄広報を存続会社とし、 VERSION2を消滅会社とする吸収合併であります 。 

 

（３）当該合併に係る割当ての内容 

当該合併は、当社の完全子会社間の合併であるため、当該合併による新株式の発行及び金銭等の割当てはあ

りません。 

 

（４）当該合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はございません。 

 

３．当該組織再編に係る割当ての内容の根拠等 

当該合併は当社の子会社間の合併であるため、合併による新株の発行その他の金銭等の交付は行いません。 

 

４．当該組織再編の当事会社の概要 

  吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１） 名 称 株式会社昭栄広報 株式会社 VERSION2 

（２） 所 在 地 
東京都千代田区麹町 1-7-2 相互半蔵門

ビルディング 4階 
北海道札幌市中央区南 2条西 9丁目
1-2 サンケン札幌ビル 6F 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 関 浩二朗 代表取締役 品田 淳智 

（４） 事 業 内 容 

1.高校生向け進学説明会、ガイダンスの
企画運営 

2.各種進学ガイドブックの発行 

1.e ラーニングシステム Glexa の開発･
運用 

2.オープンソースのカスタマイズ･運用 
3.Webシステム開発・運用 
4.コンピューター・ネットワーク機器
の構築、販売 

5.教育および研究に関するコンサル
ティング 

（５） 資 本 金 25百万円 20百万円 

（６） 設 立 年 月 日 1967年 7月 27日 2007年 5月 1日 

（７） 発 行 済 株 式 数 50,000株 2,000株 

（８） 決 算 期 ３月 ３月 

（９） 大株主及び持株比率 当社 100％ 当社 100％ 

（10） 直前事業年度の財政状態及び経営成績 

 決 算 期 2022年３月期 
(2022年１月１日～2022年３月 31日) 

2022年３月期 

 純 資 産 805百万円 93百万円 

 総 資 産 1,167百万円 294百万円 

 １株当 たり 純 資産 ( 円 ) 16,107円 46,904円 

 売 上 高 154百万円 368百万円 

 営 業 利 益 △76百万円 100百万円 

 経 常 利 益 △75百万円 99百万円 

 当 期 純 利 益 △42百万円 66百万円 

 １株当たり当期純利益(円) △854円 33,078円 

（注）昭栄広報の 2022年３月期は決算期変更を実施したことによる３か月の変則決算となっております。 



 

 

 

５．存続会社の商号変更 

吸収合併存続会社である昭栄広報は、当該合併を機にグループの一体化を図ることを目的としてチエルブラ

ンドに統一し、2023年７月１日をもって「チエルコミュニケーションブリッジ株式会社」に商号変更いたしま

す。新商号は「学びと人財の架け橋となり、未来のヒトづくりに貢献し続ける」という思いを込めて命名いた

しました。 

 

 

６．当該組織再編後の状況 

  吸収合併存続会社 

（１） 名 称 チエルコミュニケーションブリッジ株式会社 

（２） 所 在 地 東京都千代田区麹町 1-7-2 相互半蔵門ビルディング 4階 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 関 浩二朗 

（４） 

事 業 内 容 

1.各種イベントの企画、実施、運営、管理 
2.印刷物等の各種情報媒体の企画、制作及び運営 
3.ウェブ広告の企画、制作、販売 
4.マルチメディアコンテンツの企画、制作、販売 
5.ソフトウェアの企画、開発、制作、販売及びそれらの受託事業 
6.ウェブシステム及びウェブサービスの企画、制作、運営、販売 
7.コンピュータシステム及びプログラムの企画、制作、販売 
8.コンピュータ・ネットワークの構築、設計、開発、設置、工事、保守、管理
及び技術に関するコンサルタント業 

9.情報処理サービス事業、情報処理請負業、情報システム関連のコンサルタント業、
情報機器関係のセットアップサービス業 

10.教育・学生募集・進路支援及び研究に関するコンサルタント業 
11.労働者派遣事業 
12.前各号に付帯する一切の業務 

（５） 資 本 金 25百万円 

（６） 決 算 期 ３月 

 

 

７．今後の見通し 

当該合併は、連結対象としている当社の子会社同士の合併であり、連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

 

以 上 


